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　公立大学は、平成期において 39大学から 93大学へと、その数を一
気に増加させた。本書は、公立大学の設置を決断した地方自治体の政
策過程を明らかにする試みである。
　著者は平成期の設置政策を 2つの時期で 4分類する。平成前期には、
地方分権の後押しを得て、公立大学設置の抑制が解かれ、集中的な設
置が行われた。しかし、中期以降になると新規の設置はわずかとなり、
「短期大学からの昇格」「大学統合」「私立大学の公立化」という 3つの
政策に分化する。
　これらの政策過程は、18歳人口の急減、バブル経済の崩壊をはじ
めとする、平成期の社会構造の変化への反応として描きだされる。そ
の一つが、超高齢社会への対応として行われた公立看護系大学の集中
的な設置である。これは、戦争末期に銃後の医師養成を目的に多くの
公立医学専門学校が設立されたこと（戦後に医科大学・医学部となる）
を思い起こさせる。公立大学は、国家的な難局を引き受けて、その数
を増していったのである。さらにそれは、18世紀末の四半世紀（1776
～ 1800年）に天明大飢饉による人口減少のさなか、厳しい幕藩財政
を押して藩校の集中的設置（86校）が行われたことにも通じる。
　我々は、このコロナ禍の下で、公立大学が今後何を引き受けていく
のかを問わなければならない。「政策の窓モデル」を用いた分析は、自
治体政策の組織的側面とともに、政策に関わった人々の人間的な姿を
浮き彫りにする。それは、今後の公立大学政策を推し進める我々関係
者に、未来をひらく力をもたらしてくれるであろう。
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